
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブルーカーボン生態系の拡大に向けた取組 

周南市ブルーカーボン生態系マニュアル 



 

 

 

 

はじめに  

 

藻場は、水産生物の産卵場や幼稚仔魚の生育の場として水産上重要であり、失

われた藻場を創出するため、全国の沿岸海域で藻場の保全・創造が進められてい

ます。近年、藻場による CO2吸収（貯留）機能がブルーカーボンとして新たに注

目を集めています。  

大島干潟は、徳山下松港内の浚渫土砂を活用された約 29haの人工干潟（平成

29年度完成）です。干潟造成後より、アマモ場・コアマモ場が新たに形成され

ており、現在まで多様な生態系が構築されています。平成 29年 11月、大島地区

住民と山口県漁業協同組合周南統括支店に所属する漁業者の参加・協働により、

貴重な地域資源である干潟を活用した、地域の活性化を目指して「大島干潟を育

てる会」を設立し、大島干潟の保全活動を行っています。周南市は、干潟の管理

者として育てる会の活動を支援し、令和 4年度からブルーカーボン推進事業を立

ち上げ、大島干潟を拠点に周南市内の他地域にもブルーカーボン生態系の拡大を

目指しています。  
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出典：朝日新聞デジタル  

出典：今注目！“海の脱炭素”  ブルーカーボン（ WEB 特集）  
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⚫  植物は、光合成によって大気中の CO2 を吸収し、炭素を隔離しま

す。森林や都市の緑など、陸上の植物が隔離する炭素のことを「グ

リーンカーボン」といいます。  

⚫  海草 (アマモなど )や海藻、植物プランクトンなど、海の生物の作用で

海中に取り込まれる炭素のことを「ブルーカーボン」と呼びます。  

⚫  国土交通省の資料によると、その吸収量は陸上では世界で年間 19 億ト

ンなのに対し、海では年間 25 億トンにのぼるともいわれています。  

1-1．ブルーカーボンとは  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫  海の植物は、海水に溶けている CO2 を光合成で吸収します。その

後、食物連鎖や枯死後の海底への堆積等により炭素を貯留します。

このような植物を「ブルーカーボン生態系」と呼んでいます。  

⚫  日本では、①海草藻場（アマモなど）、②海藻藻場（ワカメ・昆布な

ど）、③湿地・干潟、④マングローブ林などのブルーカーボン生態系

があり、それぞれ炭素貯留のメカニズムが異なります。  
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1-2．ブルーカーボン生態系の役割  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：海の森  ブルーカーボン（国土交通省港湾局  2023 年 6 月更新）  
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出典：藻場を守る漁業者の活動を抜粋（水産庁 H.P .）  
4 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  藻場造成（直接的な取組）  

藻場造成とは、何らかの原因で藻場がなくなった場所へ人の手によって海藻の移

植や播種を行い、新たな藻場を創り出すことです。藻場造成には、大型の褐藻類で

あるアラメ・カジメ（コンブの仲間）やホンダワラ類、アマモなどの海藻が対象と

なり、全国の沿岸海域で藻場造成が取り組まれています。  

■母藻の供給（大型褐藻類）  

周辺から採取した母藻をネット等にいれて海中に設置  

 

 

 

 

 

■種苗の生産・供給  

  種糸をロープやブロックに装着して設置  

 

 

 

 

 

■種子の採取・播種（アマモ）  

  花枝を採取し、袋詰めにした種子を海水中で保存した後、秋に海底に播種  

 

 

 

 

⚫  ブルーカーボン生態系の拡大に向けては、直接的に藻場を造成する方

法の他に、②干潟保全活動（里海活動）を通じて間接的に藻場が生育

し易い環境のお手伝いをする方法があります。  

1-3．ブルーカーボン生態系の拡大方法

は？  



 

 

 

 

 

 

出典：干潟を守る漁業者の活動を抜粋（水産庁 H.P .）  
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②干潟保全活動（間接的な取組）  

アサリやカキ等の二枚貝類の生息環境を保全して、増産した二枚貝類が植物プラン

クトンを捕食するため、海域の透明度が高くなり、海藻の生育環境が良くなります。  

■客土  

泥分が多くなった場所に砂を供給  

 

 

 

 

 

■砂の移動防止  

  干潟面にノリ網を張ったり、土嚢袋を設置して砂の移動を防止  

 

 

 

 

 

■海底の耕耘  

硬く締まり嫌気的な状態になって生物が棲みにくくなった干潟を耕うん  

 

 

 

 

 

■死殻の除去・回収  

干潟に漂着したごみの回収  
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■稚貝の沈着促進  

  干潟表面を覆ったアオサ等を除去  

 

 

 

 

 

■稚貝・母貝の移植放流  

稚貝の発生が少ない海域では資源の加入が少ないため移植放流  

 

 

 

 

 

 

 

■稚貝の沈着促進  

稚貝の着生促進のため、竹柴等の障害物を設置  

 

 

 

 

 

 

■害的生物の駆除・侵入防止  

ツメタガイやナルトビエイの駆除・侵入防止  

 

 

 

 

 

 

 



 

 

コラム：里海活動  

⚫  「里海」は、「人手が加わることにより生物生産性と生物多様性が高くなった

沿岸海域」のことです。つまり、里海活動は生物生産性と生物多様性を高める

ための活動につながります。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫  国立環境研究所の矢部らによると、里海活動を示す里海評価指数が上昇すると

炭素貯留量が増大すると報告されています。  
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出典：瀬戸内海を里海に（環境省  平成 21 年 3 月）  

出典：二次的自然「里海」の短寿命生態系における  ブルーカーボン評価に関する

研究  
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2-1．大島干潟での取組 (背景、経緯 ) 

⚫  徳山下松港における航路泊地などの港湾整備の促進と。瀬戸内海で

喪失した浅場の再生に資する等を目的に、新南陽地区の航路泊地整

備に伴い発生する浚渫土砂を活用し造成した、アサリ自律的再生を

主目標とする日本初の約 29ha の人工干潟です。  

⚫  平成 15 年度から 29 年までに中国地方整備局において干潟の整備

を行い、その後、周南市において管理しています。  

 

アサリ場（被覆網を干潟上に設置）  

●目的：徳山下松港の港湾整備促進

瀬戸内海で喪失した浅場の再生

●内容：港湾整備により発生した浚渫土砂の有効活用

約29haの人工干潟を造成

アサリの自律的再生を主目標とする日本初の人工干潟

●期間：平成15年度～平成29年度（国土交通省）

●現在：平成30年3月に国から市へ移管（周南市管理）

平成29年11月に「大島干潟を育てる会」発足

大島干潟の概要（干潟造成の事業背景など）

周南市の概要 山口県

人工干潟造成の背景、経緯

徳山下松港

徳山地区 大島干潟

新南陽地区

航路・泊地の浚渫土砂を有効活用

大島干潟（現況写真）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫  大島干潟を育てる会は、アサリ・カキ資源の保全や増殖活動、同干

潟内のアマモ場・コアマモ場の保全のほか、国・周南市が連携して

毎年実施する環境学習活動の支援を行っています。  

⚫  山口県漁業協同組合周南統括支店は漁業権が設定されている干潟を

含む海域での活動について、、運営委員会に諮り許可するととも

に、アマモの保全のため、干潟内をナマコ桁網漁の禁漁区に設定し

ています。  

『大島干潟を育てる会による保全活動』について  

■大島干潟での保全活動・環境学習  

●被覆網のメンテナンス、アサリの間引き作業、カキの養殖月 1～ 2 回実施して  

います。  

アサリの間引き作業  アサリ増殖の勉強会  被覆網の砂の除去  

『環境学習の場』としての活用について  
●毎年市内小学生を対象に「海辺の自然学校」を開催して、干潟に生息する多様な  

動植物を観察することで、干潟にすむ動植物の豊かさを知ってもらう海洋環境学  

習の場として活用されています。  
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2-2.大島干潟での取組 (保全活動･環境学習 ) 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫  ジャパンブルーエコノミー技術研究会（ JBE）は、藻場・干潟での

保全活動等の実施者（NPO、市民団体等）により創出された CO2

吸収量クレジットとして認証された「 J ブルークレジット制度」に

よって、CO2 削減を図る企業・団体等に対してクレジット取引が開

始されています。  

⚫  山口県漁業協同組合周南統括支店、大島干潟を育てる会、周南市と

の連名で 2022 年度より認証されています。  

■ブルーカーボン・オフセット・クレジット制度の活用  

大島干潟を育てる会の現状と課題について  

●会員の高齢化（ 60～ 70 歳代）と会員数の伸び悩み（現在 15 名）  

●活動資金の財源であるアサリ売払収入金が殆どないため、被覆網の更新、アサ  

リ稚貝の購入が出来ない  

⇒  活動の活性化・継続性を確保に『Ｊブルークレジット®』制度を活用する  

 

国：干潟の造成者

市：干潟の管理者
・水産資源として活用
・ブルーカーボンの創出
を目指す

地元住民・漁協
大島干潟の保全活動
・地域の活性化の場と
して活用
・持続ある活動、活動
活性化を目指す

企業・団体等（クレジット購入者）
・地域の活性化・保全活動の支援
・温室効果ガスを間接的に削減

大島干潟（クレジット創出者）

活動資金
CO2排出
埋め合わせ

ブルーカーボン
(海洋生態系による炭素貯留)

保全活動

J ブルークレジットを活用した持続的な干潟保全活動の枠組み  
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2-3.大島干潟での取組 (J ﾌﾞﾙｰｸﾚｼﾞｯﾄ制度 ) 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫  大島干潟での干潟保全活動やブルーカーボン生態系（アマモ場、コア

マモ場）の拡大を通じた CO2 吸収量の増加により得られたＪブルー

クレジットによる持続的な活動を参考に、徳山下松港内の他地域のブ

ルーカーボン創出を進めています。  

１．大島干潟におけるＣＯ２吸収量の増加
① ブルーカーボン生態系(アマモ場、コアマモ場等)の拡大

② 生物多様性の確認

③ 令和５年度Ｊブルークレジット認証申請支援

１．大島干潟におけるＣＯ２吸収量増加

２．徳山下松港内の他地域のブルーカーボン創出
① 市内他地域での藻場づくりとしての候補地調査・選定

② ブルーカーボン生態系保全マニュアルの作成

新南陽地区
徳山湾地区

大島干潟

笠戸湾地区

２．徳山下松港内でのブルーカーボン創出
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2-4.大島干潟での取組 (ﾌﾞﾙｰｶｰﾎﾞﾝ推事業 ) 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．持続可能なブルーエコノミー基本構想策定に

向けた基本方針や目標達成のための方策決定

３．周南市ブルーエコノミー基本構想策定

⚫  令和 4 年度から、大島干潟をはじめ徳山下松港におけるブルーカー

ボン生態系について調査研究を進め、保全活動を通じて豊かな海を守

ると共に最大限のコベネフィット効果を引き出し、持続可能なブル―

エコノミーを推進しています。  
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2-5．大島干潟での取組 (ﾌﾞﾙｰｴｺﾉﾐｰ構想 ) 

 



 

 

 
～里海とは～  

人手を加えることにより生

産性が高く、生物多様性が

高くなった沿岸海域と定義

されています（柳  1998、

2006）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫  干潟を里海として積極的に利活用することで、干潟環境及び生物多

様性が向上することが知られています。  

⚫  大島干潟では、大島干潟を育てる会によりアサリやカキの保全活動

が進められています。今後も里海としてのいろいろな活用方法を検

討し、さらに生物多様性が向上することを目指しています。  
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2-6．大島干潟での取組 (生物多様性 ) 
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主資料：資料：海しる（海洋状況表示システム）（海上保安庁）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-1．藻場造成（藻場の現状）  

⚫  瀬戸内海の藻場は、沿岸部の埋め立てや水質悪化による透明度の低

下により藻場の分布面積は減少しています。  

⚫  徳山下松港内の藻場は、沿岸部の干潟域に砂泥性のアマモ場、島し

ょ部の岩礁域ホンダワラ等のガラモ場が分布しますが、昔に比べる

と大幅に減少しています。  

出典：水産庁 H.P .  

日本中の波の静かな内海・内湾域の砂泥

域に繁茂する海草（海中で一生を過ごす

海産種子植物）であるアマモやコアマモ

等から構成される藻場  

アマモ場  

対 馬 暖 流 の 影 響 を 受 け る 沿 岸 域 や 瀬 戸

内 海 に 生 育 す る 多 様 な 褐 藻 類 の ホ ン ダ

ワラ属から構成される藻場  

ガラモ場  
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項目  内容  

対象種  ホンダワラ類（アカモク等）、ワカメ  

候補地  沿岸域の護岸等の構造物  

既にガラモ場が生育する岩礁域周辺を保全・拡大  

造成手法と

工程  

①  海藻の種を供給する方法  

母藻を採取して、網袋又は開放型にして海水中に設置  

・春   ：スポアバックを固定  

・夏   ：発芽  

・秋～冬：成長  

②  種苗を移植する方法  

種糸や基質に海藻が付着したものを利用して、岩や海岸

構造物に固定  

 ・秋   ：種糸の入手、設置  

 ・冬   ：成長  

イメージ  ①  海藻の種を供給する方法（ホンダワラ類）  

 

 

 

 

 

 

 

 

②  種苗を移植する方法  

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：磯焼け対策ガイドライン（水産庁  令和 3 年 3 月）  

3-2．藻場造成（岩礁性藻場）  

⚫  岩礁性藻場は当該海域に生育するホンダワラ類やワカメが対象にな

ります。造成方法は、大きく海藻の種を供給する方法と海藻の種苗

を移植する方法に分けられます。  

⚫  当該海域ではホンダワラ類を造成する場合は天然藻場にダメージの

少ない種を供給する方法、ワカメを造成する場合は種糸が入手しや

すい種苗を移植する方法が適しています。  

スポアバック  オープンスポアバック  

種付け法  投入法  
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項目  内容  

対象種  アマモ  

候補地  徳山下松港西側の干潟域  

造成手法

と工程  

①  播種法  

 花枝から種子を採取して、海底に設置（粗放的に花枝を直

接海底に設置する方法もある）  

【年間工程】  

・春   ：花枝採取  

・夏～秋：海水中に保管・成熟、種子選別  

・冬   ：発芽、成長  

イメージ  ■花枝採取          ■保管・成熟、選別  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■播種方法の事例  

 

 

 

 

 

 

⚫  砂泥性藻場はアマモが対象になります。造成手法は、大きく株移植

と播種に分けられます。  

⚫  当該地域では大規模なアマモ場がない事、移植法は潜水による作業

が必要になります。一方、播種法は天然アマモ場へのダメージが少

ない事、潜水作業を伴わなくても地域の方々で播種作業が実施でき

ることから適しています。  

ガーゼ団子法
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3-3．藻場造成（砂泥性藻場）  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫  大島干潟では藻場の保全、拡大のために、令和 5 年度に播種による

藻場造成試験を実施しました。  

⚫  令和 6 年 2 月の追跡調査では発芽したアマモが確認できました。  
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3-4．藻場造成（大島干潟での造成試験）  
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